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＜アンケート調査結果の概要＞ 

 本計画の策定にあたり、障がいのある方々の生活実態、福祉サービスの利用状況、利用意向や

意見、要望などを把握するため、アンケート調査を実施いたしました。 

 

（１）障がい者、障がい児へのアンケート 

 【調査概要】 

対象者 

身体障害者・療育・精神障害者保健福祉手帳所持者 

自立支援医療（精神通院）受給者、難病患者等福祉手当受給者 

障がい福祉サービス利用者 3,043 人 

内訳）障がい児 244 人、障がい者 2,799 人 

手法 郵送による配布・郵送による回収 

回収状況 
配布数 障がい児 244 通  回収票数 126 通 回収率 51.6％ 

    障がい者 1,400 通 回収票数 786 通 回収率 56.1％ 

調査時期 平成２９年７月中旬から８月上旬 

調査項目 

・回答者について     ・権利擁護について 

・障がいの状況について  ・災害時の避難等について  

・住まいや暮らしについて ・福祉のまちづくりについて  

・日中活動について    ・自由意見 

・障がい福祉サービス等の利用について 

・相談及び情報・コミュニケーションについて 
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（２）障がい児へのアンケート集計結果 

4.8%

0.0%

3.2%

5.6%

5.6%

7.1%

73.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

未回答

病院

グループホーム

施設

その他

貸家・アパート

自宅

問3(2)将来どこで生活したいと思いますか？ n=320人

15.4%

0.0%

0.0%

15.4%

15.4%

53.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

未回答

住居がない

その他

現在利用中

介護者高齢・不在

将来不安

問3(3)(2)でグループホーム・福祉施設を選択した理由 n=13人
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3.2%

0.9%

2.5%

3.5%

3.8%

7.3%

9.2%

9.8%

11.7%

13.6%

13.6%

20.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

未回答

手話等支援

余暇充実

その他

在宅医療

在宅サービス

地域理解

住居

生活訓練

相談

教育

経済的負担

問3(4)将来、地域で生活するためには、どのような支援が必要か n=316人

0.5%

0.5%

0.5%

2.0%

2.0%

12.7%

25.9%

55.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

未回答

タクシー

バイク

デマンドバス

その他

電車・バス

自転車・徒歩

家族運転

問4(4)外出時に利用する移動手段 n=197人
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4.9%

2.7%

4.3%

5.4%

6.0%

6.5%

7.1%

8.2%

9.2%

11.4%

34.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

未回答

その他

設備不十分

乗り方

体調の変化

外出時の費用

公共交通機関少ない

介助者不在

周囲の目

困ったときの支援

特になし

問4(6)外出時に困ること又は外出できない理由 n=184人

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

1.6%

2.7%

8.2%

18.0%

18.6%

22.4%

27.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

未回答

施設入所

専門学校等

勤務先

病院デイケア

その他

リハビリ

施設通所

自宅

特別支援学校

小中学校

幼稚園等

問4(7)平日の過ごし場所 n=183人
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0.4%

0.0%

1.9%

2.2%

3.0%

5.2%

5.6%

9.3%

34.3%

38.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

未回答

絵画・音楽

スポーツ参加

スポーツ観戦・映画

何もせず、家

家事

その他

お祭り

買い物・散歩

自宅

問4(8)休日の過ごし方 n=268人

0.6%

1.2%

1.8%

1.8%

2.4%

7.9%

9.1%

16.4%

17.0%

18.2%

23.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

就労意欲増

その他

特にない

家族が明るくなった

自立生活想像

生活リズム整った

外出機会増

社会とのつながり増

家族の負担減

不安軽減

自分でできること増

問5(3)サービスを利用してよかったこと n=165人
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2.2%

2.2%

5.8%

7.2%

13.7%

16.5%

25.9%

26.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

過去にトラブル

契約の方法

その他

負担金髙い

事業者選定

サービス量少ない

特にない

利用したいときに使えない

問5(4)サービス利用におけるデメリット n=139人

0.0%

0.4%

0.8%

0.8%

1.2%

1.6%

4.1%

6.6%

7.8%

15.2%

18.9%

42.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

障がい者相談員

民生委員

職場の人

団体・家族会

相談支援専門員・ワーカー

その他

市・支援センター

近所・友人

医師・看護師

施設職員

幼・保・学校先生

家族・親族

問6(1)困ったときの相談相手 n=244人
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0.0%

0.0%

0.0%

0.4%

0.4%

0.9%

1.8%

1.8%

2.7%

3.1%

7.1%

7.1%

8.0%

9.8%

16.4%

14.7%

25.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

民生委員

地域活動支援センター

ホームヘルパー

社会福祉協議会

相談支援センター

障がい者相談員

特にない

その他

どこで入手できるかわからない

団体

テレビ・新聞

病院

市役所

市の広報・市HP

親族・友人

幼・保・学校

施設

問6(2)サービスに関する情報の入手方法 n=225人

0.0%

0.6%

2.9%

3.4%

4.0%

4.0%

12.6%

20.0%

24.6%

28.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

音声・文字情報少ない

手話通訳少ない

PC・スマホ使えない

案内表示わかりにくい

案内表示理解できない

その他

相手の内容が理解できない

理解してもらうまで時間かかる

特にない

うまく伝えられない

問6(3)情報を入手したり・コミュニケーションをとる上で困ること n=175人
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3.2%

45.2%

51.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

未回答

ある

ない

問7(1)差別の有無 n=126人

2.5%

2.5%

6.3%

6.3%

6.3%

8.9%

30.4%

36.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

仕事を探すとき

医療機関

余暇の時間

家庭

その他

住んでいる地域

外出先

学校・職場

問7(2)どのような状況で差別を受けました？ n=79人

4.8%

15.1%

80.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

未回答

知っている

知らない

問7(3)差別解消法を知っていますか？ n=126人



資料３－１ 

 

9 

 

 

 

 

 

1.1%

1.1%

2.5%

4.7%

6.5%

7.2%

11.5%

12.5%

12.9%

17.9%

22.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

車椅子・ストマ等用具の確保

その他

特に思いつかない

自宅に支援物資が届く

情報を入手できる

避難所で福祉サービスが受けられる

プライバシーが守られる避難所

服薬している薬の確保

優先的に避難できる避難所

不安な気持ちを聞いてもらえる人がいる

避難先で配慮してもらえる

問8(4)災害時に必要な支援 n=279

0.0%

0.6%

2.6%

2.6%

2.9%

3.6%

3.9%

3.9%

4.5%

4.9%

5.2%

5.5%

5.5%

8.1%

12.0%

14.2%

20.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

ボランティアの育成

その他

在宅サービス充実

双方が触れ合う場

手続きの簡素化

スポーツ・余暇の援助

配慮された住宅の整備

災害時の支援

拠点施設の整備

近所の理解・協力

相談機能の充実

配慮された道路・建物の整備

専門的な人材の確保

リハビリ・生活訓練施設の整備

福祉教育・広報活動

働く場の確保

子どもの可能性を伸ばす教育

問9(1)障害のある方が住みよいまちをつくるために必要なこと n=309
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（３）障がい者へのアンケート集計結果 

1.6%

2.8%

15.3%

24.7%

26.9%

28.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

未回答

その他

その他親族

子ども

配偶者

施設職員

父母・兄弟

問1(5)主な介助者 n=502人

0.6%

7.3%

32.4%

59.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

18歳未満

80歳以上

65歳～79歳

18歳～64歳

問1(6)介助者の年齢 n=315人



資料３－１ 

 

11 

 

1.4%

3.3%

3.6%

5.5%

8.2%

9.8%

12.3%

14.5%

15.2%

26.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

ボランティアに頼む

近所の人に頼む

その他

グループホームに入居する

訪問看護利用

自立する

ホームヘルパー利用

別居親族・家族に頼む

施設に入所する

同居親族・家族に頼む

問1(7)介助者から支援を受けられない時 n=692人

3.6%

2.0%

2.5%

5.7%

9.0%

9.3%

67.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

未回答

病院

その他

グループホーム

貸家・アパート

施設

自宅

問3(2)将来どこで生活したい n=786人
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1.7%

1.7%

5.9%

16.1%

19.5%

55.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

未回答

住居がない

その他

介護者高齢・不在

将来不安

現在利用中

問3(3)3･4選択理由 n=118人

1.6%

3.3%

4.7%

5.6%

6.8%

8.5%

10.8%

16.3%

17.9%

24.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

手話通訳等支援

生活訓練

余暇充実

地域理解

相談対応充実

住居

在宅医療

在宅サービス

経済的負担の軽減

問3(4)地域生活で必要な支援 n=1,652人
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1.4%

2.0%

4.9%

8.1%

12.2%

21.8%

49.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

バイク

デマンドバス

その他

タクシー

電車・バス

自転車・徒歩

家族運転

問4(4)外出時の移動手段 n=1,056人

9.4%

4.1%

4.6%

6.5%

7.5%

7.6%

8.3%

9.0%

10.0%

10.4%

22.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

未回答

その他

乗り方がわからない

周囲の目

急な体調の変化

困ったときの支援

介助者不在

設備不十分

公共交通機関少ない

外出時の費用

特になし

問4(6)外出時の困難 n=1,206人
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0.4%

1.7%

3.3%

4.0%

4.3%

7.2%

12.1%

14.9%

17.6%

34.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

大学・専門学校等

ボランティア

病院デイケア

リハビリ

その他

福祉施設・病院

障がいサービス事業所

勤務先

家事

自宅

問4(7)平日の過ごし方 n=1,150人

4.6%

9.2%

17.2%

32.2%

36.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

その他

正規雇用（短時間）

自営業

パート・アルバイト

正規雇用（フルタイム）

問4(8)現在の勤務形態 n=174人
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0.4%

2.9%

3.2%

3.4%

3.8%

5.8%

9.5%

19.2%

22.6%

29.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

労災保険

自営業収入

その他

生活保護

各種手当

福祉就労

親等からの援助

給与・賃金

障害年金以外の年金

障害年金

問4(9)現在の収入 n=761人

41.6%

58.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事をしたい

仕事をしたくない

問4(10)今後、収入を得る仕事したいか n=586人

1.2%

2.6%

6.0%

6.9%

7.2%

7.8%

9.1%

10.6%

13.8%

14.6%

20.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

その他

職業訓練の充実

休暇保証

障がいに配慮された環境

自宅で仕事ができる

賃金が妥当

通勤手段

相談にのってくれる人

周囲の理解

障がいに沿った勤務条件

障がいに沿った仕事

問4(11)仕事を続けるために必要なこと n=1,138人
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1.0%

2.3%

4.2%

4.4%

4.8%

11.1%

12.0%

27.6%

32.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

絵画・音楽

スポーツ参加

お祭り

スポーツ観戦・映画

その他

家事

何もせず、家

買い物・散歩

自宅

問4(12)休日の過ごし方 n=1,459人

2.1%

3.0%

3.4%

3.4%

5.3%

7.2%

9.2%

11.5%

15.5%

19.2%

20.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

家族が明るくなった

自立生活想像

特にない

その他

就労意欲増

不安軽減

自分でできること増

社会とのつながり増

外出機会増

家族の負担減

生活リズム整った

問5(3)サービス利用メリット n=567人
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0.9%

1.0%

2.5%

3.0%

3.8%

4.2%

9.1%

9.4%

10.8%

15.4%

39.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

民生委員

団体・家族会

その他

障がい者相談員

職場の人

市・支援センター

相談支援専門員・ワーカー

近所・友人

施設職員

医師・看護師

家族・親族

問6(1)相談相手 n=1,302人

0.3%

0.5%

0.9%

1.0%

1.2%

1.5%

2.8%

3.4%

4.3%

4.3%

6.4%

8.4%

12.5%

12.7%

13.1%

13.1%

13.5%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

民生委員

幼・保・学校

地域活動支援センター

ホームヘルパー

その他

障がい者相談員

団体

社会福祉協議会

相談支援センター

どこで入手できるかわからない

特にない

市役所

親族・友人

テレビ・新聞

病院

施設

市の広報・市HP

問6(2)サービス情報入手方法 n=1,293人
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1.2%

2.8%

3.0%

3.5%

8.1%

8.2%

11.4%

12.8%

16.3%

32.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

手話通訳少ない

音声・文字情報少ない

その他

案内表示わかりにくい

案内通知理解できない

相手の内容が理解できない

理解してもらうまで時間かかる

PC・スマホ使えない

うまく伝えられない

特にない

問6(3)情報入手やコミュニケーションをとる上で困ること n=923人

10.8%

26.7%

62.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

未回答

ある

ない

問7(1)差別を受けたことがあるか n=786人
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3.9%

8.0%

8.5%

9.7%

10.2%

13.9%

19.5%

26.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

家庭

余暇の時間

医療機関

仕事を探すとき

住んでいる地域

学校・職場

外出先

問7(2)どこで差別を受けた？ n=411

11.3%

19.3%

69.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

未回答

知っている

知らない

問7(3)差別解消法を知っているか？ n=786人

6.1%

27.4%

66.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

名前も内容も知ってい

る

名前は聞いたことはあ

る

知らない

問7(4)「あすてらす」を知っているか？ n=705人
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8.7%

15.7%

75.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

利用したい

利用したいと思わない

必要になったら利用したい

問7(5)今後「あすてらす」を利用したい？ n=680人

23.5%

36.7%

39.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

名前は聞いたことはある

名前も内容も知っている

知らない

問7(6)「成年後見制度」を知っているか？ n=705人

6.1%

35.1%

58.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

利用したい

利用したいと思わない

必要になったら利用したい

問7(7)「成年後見制度」を利用したいか？ n=683人
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1.1%

3.6%

5.5%

6.1%

7.1%

8.4%

8.6%

8.7%

13.0%

16.3%

21.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

その他

特に思いつかない

車椅子・ストマ等用具の確保

自宅に支援物資が届く

不安な気持ちを聞いてもらえる人が…

情報を入手できる

優先的に避難できる避難所

避難所で福祉サービスが受けられる

プライバシーが守られる避難所

避難先で配慮してもらえる

服薬している薬の確保

問8(4)災害時に必要な支援 n=1,750人

0.7%

0.8%

2.3%

2.3%

3.2%

3.3%

4.1%

4.3%

5.7%

6.7%

7.6%

8.1%

8.2%

9.4%

10.1%

11.1%

12.1%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

その他

ボランティアの育成

スポーツ・余暇の援助

双方が触れ合う場

専門的な人材の確保

近所の理解・協力

相談機能の充実

配慮された住宅の整備

子どもの可能性を伸ばす教育

リハビリ・生活訓練施設の整備

拠点施設の整備

手続きの簡素化

配慮された道路・建物の整備

福祉教育・広報活動

在宅サービス充実

働く場の確保

災害時の支援

問9(1)障がい者にとって住みよいまちをつくるために必要なこと n=1,711人
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（４）アンケート集計結果概要 

 

 ◆将来の居住先【問３（２）（３）（４）】 

障がい児者ともに、将来は、現在住んでいる自宅にて引き続き生活を送りたいという希望があ

る。 

  そのために必要な支援として、経済的負担の軽減が必要との希望がある。 

 

 ◆外出について【問４（４）（６）】 

  障がい児者ともに、家族による運転で外出している。市で助成しているタクシーや市の事業で

あるデマンドバスの利用は１０％未満であった。 

 

 ◆平日の過ごし方【問４（７）】 

  障がい者において勤務先で過ごしている方は１５％で、その内３７％がフルタイム勤務であっ

た。 

 

 ◆現在の主な収入および仕事について【問４（９）（１０）（１１）】（障がい者のみ） 

  障害年金やその他の年金と回答した方が５２％であった。また、給与・賃金を得ている方は 

２０％であった。 

  仕事続けるために必要なこととして、障がいの状態に沿った勤務条件や周囲の理解等を求めて

いることが分かった。 

 

 ◆休日の過ごし方【障がい児：問４（８） 障がい者：問４（１２）】 

  障がい児者ともに、自宅で過ごしている方が３０％以上であり、スポーツ参加など文化的な活

動を行っている方は５％未満であった。 

 

 ◆差別を受けたことがあるか【問７（１）（２）（３）】 

  障がい児者ともに、学校や職場、外出先にて差別を受けた経験がある。 

  また、平成 28年 4月より施行された差別解消法の認知度は２０％程度と低いことがわかった。 
 

◆あすてらす・成年後見制度について【問７（４）（５）（６）（７）】（障がい者のみ） 

  あすてらすについては６０％、成年後見制度については３０％の方が制度を知らないという結

果であった。各制度の内容は知らないが、必要なときには利用したいという方が多い。 

 

 ◆災害時の支援【問８（４）】 

  障がい児者ともに、避難先での配慮やプライバシーの保護が求めている。また障がい者につい
ては、服薬の確保を必要としている。 

  

 ◆障がい児者にとって住みよいまちをつくるために必要なこと【問９（１）】 

  障がい児者ともに、働く場の確保を求めている。 

障がい児においては、子どもの可能性を伸ばすような教育や福祉教育の充実など、障がいの理

解の促進を求めている。障がい者においては、災害時の支援や在宅サービスの充実など、在宅時

の支援を必要としている。 


